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研究成果の概要（和文）： 本研究は、小説等のフィクションに描かれた災害事象が、人びとの災害観および防災意識
の形成に及ぼす影響について検討したものである。第1に、阪神・淡路大震災の被災者の体験談を聞きとった大学生た
ちが、被災者との共同作業を通じて、アニメーション、絵本などのフィクション作品に再編しそれを用いた防災教育を
実施した。災害の体験者と非体験者の共同作業が体験の語り継ぎに及ぼす影響について検討した。第2に、災害につい
て扱ったフィクション作品について、〈選択〉と〈宿命〉をキーワードに分析を行った。この点について、「東京・地
震・たんぽぽ」、「真昼のプリニウス」など、いくつかの小説を素材として原理的な考察を行った。

研究成果の概要（英文）：Effects of popular fictions on disaster awareness and preparedness are examined th
rough disaster psychological analyses. First, fiction video clips and picture books were produced by unive
rsity students based on the stories narrated by disaster victims in the 1995 Great Hansin Awaji Earthquake
. The effects of the fictions in disaster education for school children were examined from the viewpoint o
f effective transfer of disaster experiences. Secondly, some popular fictions on natural disasters, such a
s "Tokyo, Earthquake, and Dandelion, " and "Plinius at Midday," written by popular novelists, were selecte
d for analyses, based on the two analytical concepts, "choice" and "destiny."
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１．研究開始当初の背景 
  
本研究には、2 つの研究背景が存在した。 
第 1 の背景は、防災・減災の研究における

「フィクション」への注目である。防災・減
災の研究領域において、巨大化し複雑化する
災害が頻発する現在、一般住民を対象とした
防災意識の啓発の重要性がつとに指摘され
ている。 
「自助・共助」の重要性が認識される中、

知識啓発、意識高揚のための手段として、従
来型のツール（マスメディア報道、専門家の
防災講演、防災関連の図書、住民参加型のワ
ークショップなど）とともに、その影響力が
評価されつつあるのが、本研究で主題とする
小説、ドラマ、映画等の「フィクション」が
果たす役割である。 
第 2 の背景は、社会的表象化理論に基づく

大衆メディアの内容分析である。上記のよう
に、防災・減災に果たす「フィクション」の
働きについては実践的見地からそれを待望
する声もあるものの、その知識啓発、意識高
揚ツールとしての妥当性には疑問が呈せら
れることもある。 
この点について、本研究では、社会的表象

理論にもとづく大衆メディアの内容分析研
究を実施して科学的検証を試みる。社会的表
象理論は、一般の人びとにとっては新奇な科
学的概念や科学技術が人びとの日常世界へ
と導入され定着する（あるいは受容されな
い）プロセスを明らかにしてきた。よって、
その成果は、どのような「フィクション」が
適切な減災・防災効果をもたらすのかを検討
しようとするとき、有力な方法論的ツールを
提供する。 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、以下の 3 つの研究を通じ

て、小説、映画等の「フィクション」に描か
れた災害事象が、人びとの災害観や防災意識
の形成に及ぼす影響について検討すること
である。 
第Ⅰ研究は、内容分析研究であり、「フィ

クション」に登場する自然災害について、そ
の形式・内容に関する分類を行うことを目的
とする。 
第Ⅱ研究は、心理実験研究であり、災害の

語り継ぎ活動を素材として災害現象に関す
る「フィクション」を試作し、既成の「フィ
クション」とあわせて、それらを心理学の態
度変容研究の手法を用いて実験的に比較し、
どのようなタイプの作品が防災知識の獲得
や防災意識の高揚に有効かについて実証的
に検討することを目的とする。 
第Ⅲ研究は、以上を総括し、災害について

扱ったフィクション作品の効果について総
合的に考察することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

【第Ⅰ研究（内容分析研究）】 
 （Ⅰ-1）災害事象が登場する「フィクショ
ン」を網羅的に収集する。この際、メディア
形態においても、対象年齢においても、内容
面でも、可能な限り多様な「フィクション」
をとりあげる。     
（Ⅰ-2）収集した「フィクション」を、社会
的表象理論の視点に立って、そこに登場する
災害事象がどのような意味をもつ事象とし
て描写されているかについて整理・分類を図
る。 
（Ⅰ-3）同時に、専門家へのインタビュー調
査を通じて、災害事象の記述の正確性評定を
得る。 
第Ⅰ研究の推進にあたっては、研究代表者

がこれまで実施してきた参加的な防災教育
技法の開発に関する研究の成果（矢守・吉
川・網代, 2005 など）、および、災害事象を
対象とした社会的表象理論に関する研究の
成果（矢守, 2001）を参照する。 
 【第Ⅱ研究（心理実験研究）】 
（Ⅱ-1）第Ⅰ研究の結果を踏まえて、既往の
「フィクション」作品、および、研究代表者
が関与してきた災害の語り継ぎ活動を通し
て得られた素材をもとに作成した複数の「フ
ィクション」作品を用いて、態度変容研究で
用いられる手法を応用した心理学実験を実
施する。 
（Ⅱ-2）実験結果、および、第Ⅰ-(3)研究の
評定もとに、防災知識の啓発、防災意識の高
揚に実際に効果をもたらすことを実証した
大衆メディア作品を〈作品集〉として提案す
る。 
【第Ⅲ研究（総括）】 
以上を総括し、災害について扱ったフィク

ション作品の効果について、社会的表象理論
の観点から総合的に考察する。 
 
４．研究成果 
 
【第Ⅰ研究】 
主に、小説に焦点をあてて検討した。災害

を取り上げた小説は少なくない。取り上げ方
は、もちろんさまざまである。たとえば、災
害を引き起こす自然現象そのものや、災害に
伴う人間・社会のリアクションの現実的な描
写を中心に据えた小説が、いくつかある。実
際に起きた災害や近い将来に想定される災
害に想を得た、いわゆる「災害パニック小説」
には、このようなタイプのものが多い。『日
本沈没』（小松左京）、『震災列島』（石黒耀）
などは、その代表例である。 
他方で、災害そのものが詳しく描かれるわ

けではないが、災害という特異な出来事を通
して初めて明るみに出るような人間の本質
や、人間と自然の関係性を深く掘り下げよう
という意図をもった小説も存在する。あるい
は、災害情報を生成・普及することの意味に、
狭義の災害情報学の枠内では完全に見逃さ
れている側面からアプローチしている（と見



なしうる）小説もある。 
もちろん、これら 2つのタイプをきれいに

分けることは困難である。実際には、両者の
要素が渾然と混じりあっている小説が多い。
本研究では、どちらかと言えば後者の志向性
を強くもっていると考えられる小説につい
て、〈宿命〉と〈選択〉をキーワードとしな
がら検証を進めた。 
検証の焦点の一つは、災害を扱ったフィク

ション小説は、災害情報は存在すべきか否か
という根源的な考察の手がかりとなる点で
ある。上記の通り、考察のためのキーワード
は、〈選択〉と〈宿命〉である。災害情報の
整備を含め防災に関する努力全般は、究極的
には、災害に関するありとあらゆる〈宿命〉
を〈選択〉に変換することに他ならない。通
常、この目標の実現は、一点の曇りもなく望
ましいことのように思われている。たとえば、
大雨や強風の情報が与えられるからこそ、単
にそれを〈宿命〉として甘受するのではなく、
たとえば堤防の建設や事前の避難（といった
対応を〈選択〉すること）が可能となるから
である。 
こうした〈選択〉によって、数え切れない

人命が救われてきたし、これからも救われる
であろう。それは、たしかである。しかし、
あまりに自明なことと思えるからこそ、この
目標の是非について立ち止まって考えてみ
る必要もある。ほんとうに、すべての〈宿命〉
を〈選択〉へと変換することが望ましいのか、
と。〈選択〉可能であることは、常に安全や
安心を社会にもたらし、人びとを幸福にする
のだろうか。〈選択〉可能である（と認知さ
れる）がゆえに生じる不安や不幸も、存在す
るのではないか。 
この難問について、この難問について、本

研究では、「砂の器」、「東京・地震・たんぽ
ぽ」、「真昼のプリニウス」など、いくつかの
小説を素材として原理的な考察を行った。 
 
【第Ⅱ研究】 
阪神・淡路大震災の被災者（語り部活動の

従事者）の体験談（語り）を、語りを聞きと
った大学生たちが、中高齢の被災者との共同
作業を通じて、アニメーション、ビデオクリ
ップ、絵本（紙芝居）などのフィクション作
品（一部ノンフィクション）に再編し、そう
した教材を用いた防災教育を小学生対象に
実施する研究プロジェクトを実施した。この
取り組みを通じて、災害の体験者と非体験者
の共同作業が体験の語り継ぎに及ぼす影響
について、社会心理学の観点から検討した。 
 具体的には、まず、研究代表者が 10 年以
上にわたって参与観察を継続してきた阪
神・淡路大震災の語り部団体（「語り部
KOBE1995」）メンバー（中高齢の被災者）と
神戸学院大学防災社会貢献ユニットの大学
生が 1対 1のペアとなり、被災者の体験につ
いて今一度精緻な聞き取り作業を行った。 
この作業を通して、被災者の体験を、震災

体験がまったくない現在の小中学生に有効
に伝えるための教材（たとえば、個人プロフ
ィールや被災した自宅を撮影した写真など
を配したパネルやパワーポイントスライド
など）を共同作成した。 
次にそれら基礎資料をベースとして、大学

生たちが、語りの内容を、中高齢の被災者と
の共同作業を通じて、アニメーション、ビデ
オクリップ、絵本（紙芝居）などのフィクシ
ョン作品（一部ノンフィクション）に再編し
た。その上で、共同作成したフィクション作
品を媒介物（メディア）として、中高齢の語
り手、大学生が共同での語り部活動（防災教
育活動）を、地元の小中学校で行った。 
その成果を、そうした「フィクション」を

媒介としない通常の防災教育の成果と比較
検証した。その結果、第 1に、中高齢の被災
者と震災体験がまったくない小中学生との
間に位置する大学生（一部の学生は、幼いと
きに神戸・阪神間などで震災を実際に体験）、
および、共同作成した「フィクション」を「つ
なぎ手」（メディア）とすることによって、
震災体験や命に対する鋭敏な意識を３つの
世代を越えて継承することができることが
明らかとなった。これにより、「命の大切さ」
という抽象的な命題が学ばれるのではなく、
ライフステージの異なる位置にある個々の
具体的な命に向き合うことで、それが自然な
形で体得・感得されることがわかった。 
第 2に、本活動を通して、「フィクション」

を媒介とした震災体験の継承をきっかけと
した新たな形の世代間交流が、地域コミュニ
ティに誘発されることが明らかとなった。阪
神・淡路大震災の被災地の多くは都市部であ
り、既存の社会的ネットワークが弱体化し、
それが被害を拡大させ、かつ被災からの復
旧・復興過程を遅延させたとの指摘も数多い。
本実験は、こうした弱点を補うための一つの
方向性を示唆し、将来へ向けたモデル事例と
なることがわかった。 
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